北信地域障がい福祉自立支援協議会　議事録





　

開催日時


平成２9年７月２１日（金）





部会名


そだちネットワーク部会　第２回





参加者所属機関名等飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・母子通園施設いちご学園・母子通園施設ゆきんこ園・児童養護施設飯山学園・ふっくら工房ふるさと・事務局（北信圏域総合相談支援センター）





本日のテーマ、課題等


（１）全体共有　①飯山養護学校連携協議会について　②長野県療育部会　重心・医ケアWG報告　③事業所説明について　④WISC研修について


（2）各ワーキンググループ活動　（３）各ワーキンググループ報告　(4)その他


(5)飯山養護学校特別支援教育連携協議会について





会議で話し合われた事


　(１)全体共有


　　①飯山養護学校連携協議会について：H29年度第１回が6/6に開催された。WGの内容がそだちネットワーク部会と被る部分がある。棲み分けや連携などこの1年で考えていく。


　　②長野県療育部会　重心・医ケアWG報告：６/28 実施。「小児科医のネットワークの構築と連携について」信州大学医学部小児医学教室教授　中沢洋三先生より講演していただいた後、他圏域での課題や、活動を報告を行った。


　　③事業所説明会について：8/29に開催予定。　④WISC研修について：8/18に開催予定。


(２)(３)ワーキンググループ活動・報告


　　●子どもの困り感や特性に合わせた支援ＷＧ


　　　・校内学年が上がる際等、資料が引き継がれないことがある。引き継がれない理由としては“個人情報の保護”や“保護者の思い”“つい口頭のみで済ませてしまう”などが挙がった。保菅場所などの問題もあるため、まずはどの程度の資料が必要最低限なのか検討していく


　　●家族の気持ちに寄り添う支援ＷＧ


　　　・困り感を持っている子どもの相談の入り口は、市町村での健診や園を通してのものがほとんど。困り感があっても、様々な理由でつながらないお子さんもいる。このようなお子さんがつながりやすくなる方法や、保護者の方から相談しやすい場の設定や情報の発信など、各市町村での工夫など共有しながら、具体的な方法を検討していく。


　　●関係機関のネットワーク機能の充実ＷＧ


　　　・学齢期には不登校や学力不振、通院の問題など様々な内容の相談が出てくるが、内容によってその窓口は異なる。相談窓口を明確化するため、具体的な相談内容の種類についてリストアップし、対応する窓口について検討する。


●重心・医ケアWG


　　　・市町村によっては重心・医ケアの方へのサービスがとても少ない。親の会を開催して今回の実態調査で反映しきれていない親の思いを聴き、ニーズを把握するとともに、親同士交流しながら悩みを打ち明けられるような場を作っていきたい。











　








今後に向けて　　　　


●WG活動ごとに活動内容等を検討し進めていく


●発達障がい支援フォーラムに関しては、フォーラム実行委員を中心にフォーラム開催の準備を進めていく。（8/2 13:30～）








